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研 究 集 会 名

出 張 期 間

開 催 場 所

2011 International Conference on Neural Information Processing (ICONIP 2011)

平成 23 年 11 月 15 日〜平成 23 年 11 月 17 日

中華人民共和国 上海市

発 表 論 文 Analog-Digital Circuit for Motion Detection Based on Vertebrate Retina and Its Application

to Mobile Robot

(網膜に基づくアナログ-ディジタル混在型動き検出回路とその移動ロボットへの応用)

概 要：

脳の情報メカニズムを知ることは，さまざまな可能性を生み出すものとして大いに注目されている。本国

際会議 (ICONIP) では，毎年，生理，心理，理工学の学際分野における神経科学，脳の情報処理，ニューロ

コンピューティング技術，ハードウェアなどの発表が行われている。

私はこれまでに，網膜に基づき，よりシンプルでより安定に動作する動き検出電子回路の構築を試みてき

た。また，電子回路から得られた出力信号を用いたロボットの制御方法を検討し，ロボットビジョンへの適

用も試みてきた。

これまでの研究成果を多くの研究者の前で発表し，議論することで，今後の電子回路を発展させるための

ヒントを得ることが，今回の国際会議に参加する一つの目的とした。また，本研究で構築したセンサは，動

物の脳機能と比較すると一部分の機能であり，将来の脳型ロボットを実現させせるためには，いろいろな技

術を集結させる必要があると考えられる。よって，将来のロボットを実現させるためには，新しい成果を大

きな国際会議などで発表する必要があり，情報発信することも今回の国際会議に参加する目的であ果を大き

な国際会議などで発表する必要があり，情報発信することも今回の国際会議に参加する目的であった。国際

会議では，他研究者の最新の研究発表を聴講することができる。今後の研究のための情報収集を行うことも

目的とした。

この国際会議では，発表時間が 2時間のポスター発表を行った。多くの研究者に聴講してもらうことで，

情報発信をすることができたと考えられる。また，多くの研究者と議論をすることで，今後のためのヒント

を得ることができた。さらに，多くの発表を聴講することで，今後のための情報収集を行うことができた。
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研 究 集 会 名

出 張 期 間

開 催 場 所

4th International Symposium on Applied Sciences in Biomedical and Communication Technologies

平成 23 年 10 月 24 日〜平成 23 年 10 月 31 日

スペイン国 バルセロナ市

発 表 論 文 Automated lesions detection in retinal images

(眼底画像における病変の自動検出)

概 要：

本会議は，生体医工学とコミュニケーションに関する技術を対象にした欧州で開催される国際会議である。

近年，人間のジェスチャーを自動認識し，情報機器のインタフェースとする手法が実用化されつつあったり，

生体情報の認識技術が実用化されていたりするなど，両分野の関わりが強まっている中，欧州の研究者が立

ち上げた新しい分野の国際会議である。申請者は医用画像上の病変を自動検出する手法開発が専門であり，

従来は医用画像の国際会議，もしくは生体医工学の国際会議に出席しているが，本国際会議には初めて出席

した。申請者にとっては，通常は参加しない分野の講演が数多くあり，幅広い研究発表を一度に聴講できた

ことが一番の収穫であった。本会議にて，申請者は眼底画像から糖尿病性の病変と動脈疾患を一度に自動検

出する技術に関する招待講演を行った。糖尿病性の病変について，本講演では出血を対象としたが，眼底出

血の自動検出に関しては，欧米でも盛んに行われているために，強い印象を与えることはできなかった。し

かしながら，本講演では動脈疾患として細動脈狭窄のために動静脈口径比を自動計測する手法についても講

演したところ，申請者の知る限りでは世界で他に成功した事例がないことから，高く評価された。また，同

じく眼底画像を取り扱った研究発表について興味を引かれた。経時的に撮影された 2枚の眼底画像を使って，

高解像度の眼底画像を作成する技術であり，申請者も類似の研究の準備を行っていたところであったため，

非常に参考になった。以上のことより，本国際会議への参加は，申請者の研究活動に対して有意義であった。
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